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論 文 内 容 の 要 旨 
 近世の上方演劇史における浄瑠璃と歌舞伎は、その形態を異にしながらも様々な方法で相互の受容を繰り返
してきた。享保から寛延にかけて活躍し、人形浄瑠璃隆盛期を築き上げた並木宗輔は、豊竹・竹本両座での執
筆経験を持つ浄瑠璃作者である。一方、歌舞伎低迷といわれた寛延初年頃、初めて大芝居へ出勤した狂言作者
の並木正三もまた、宝暦から明和にかけての上方歌舞伎の大成に大きく貢献した。近世中期の上方演劇界に欠
く事の出来ない宗輔と正三が、豊竹座において僅かの期間ではあるものの同座し、師弟関係を結んでいた事は
既に知られるところである。宗輔没後に歌舞伎界に戻った正三は、宗輔の浄瑠璃作品を丸取りする形で歌舞伎
化して頻繁に上演している。ところが、宗輔の描いた「世界」だけを抽出して、正三が新たな狂言に仕組み直
すという形の踏襲方法に関しては、これまでみられる事がなかった。今回、「圑七物」という元禄期からの一貫
した系譜の中に、宗輔の浄瑠璃から正三の歌舞伎への具体的な素材の踏襲が明らかとなり、上方における演劇
交流の一つのパターンを見出す事が可能となったのである。 
 本論は、章立てを三章とし、各章毎に四節から六節の節を提示している。第一章「並木宗輔論」とし、豊竹
座時代に執筆した単独作、歌舞伎作者に転じた時期の作品、絶筆とされる『一谷嫩軍記』のそれぞれの作劇法
と、歌舞伎と浄瑠璃との関わりについて検証した。 
 第二章「正三をめぐる役者達」では、正三の作劇において開花した上方の役者達の動向について詳しく検証
した。中でも、正三が確立したといわれる「謀反人劇」において、実悪と立役の役者達が如何なる変遷を遂げ
て来たのかを追った。さらに、作劇だけにとどまらず、舞台機構の改良にも尽力した正三が、その開発・改良
によって自身の作品に如何なる影響を与えたかを考察した。 
 第三章は「上方における浄瑠璃と歌舞伎の交流」とした。先述した、團七物の系譜を整理する事により、宗
輔執筆の『夏祭浪花鑑』と正三執筆の『宿無團七時雨傘』の関わりを明らかにした。また、その際に『宿無團
七時雨傘』新出絵入根本を一次資料として扱う為、根本についての詳細な検証も試みた。本論末には、参考資
料として「並木宗輔・並木正三作品年譜」を提示している。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 近世の上方演劇史における浄瑠璃と歌舞伎は、その形態を異にしながらも、様々な方法で相互の受容をくり
返している。享保から寛延にかけて活躍し、人形浄瑠璃隆盛期を築き上げた並木宗輔は、豊竹・竹本両座での
執筆経験を持つ浄瑠璃作者である。一方、歌舞伎低迷といわれた寛延初年頃、初めて大芝居へ出勤した狂言作
者の並木正三もまた、宝暦から明和にかけての上方歌舞伎の大成に大きく貢献した人物である。本論文は、「團
七物」という、元禄期からの一貫した系譜の中に、宗輔の浄瑠璃から正三の歌舞伎への具体的な素材の踏襲を
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明らかにし、近世の上方における演劇交流のあり方を見出すことに成功した論文である。 
 第一章第一節は、元文初年から五年にかけての宗輔の単独作七作の作劇方法について具体的に検証し、単独
作において宗輔の作品展開に一つの定まった流れが見出せる事を明らかにした。宗輔の作品の多くは合作とい
う形態で執筆されるために、この期における単独作を読み解く事はきわめて重要な課題である。従来はしかし、
人間心理の追究を得意とする宗輔の作品と言われながらも、その具体的な描写方法についての詳細な検討はな
されてこなかったのに対して、論者は、単独作品七作を段毎に考察して宗輔の独自性とその特徴を浮き彫りに
しており、高く評価される。第二節は、寛保二年の顔見世より歌舞伎界に転向した宗輔の作品を分析して、宗
輔は、求め続けた現実を生きる人間の悲哀を表し得ることによって、歌舞伎という演劇形態の中に存分に自ら
の心の機微を吐露する事ができたことをよみ解いている。この論考は、宗輔の歌舞伎作者生活が豊竹座の浄瑠
璃作品で目指した「心理劇」の集大成として位置付けられることを具体的に立証した画期的な論である。第三
節は、宗輔の絶筆である宝暦元年初演の『一谷嫩軍記』について考察し、従来本作は三段目「熊谷陣屋の段」
の研究がより多くなされてきたが、三段目から四段目の描写方法に変化がみられること、この期に狂言作者の
並木正三が宗輔に弟子入りしていた事実を踏まえて、四段目執筆に正三の関与があったこと導き出し、本作が
従前からの「戯曲面における完成」という高い評価に加えて、並木正三という狂言作者の介在によってより具
体的な歌舞伎要素の取り組みがなされたことにおいて、宝暦期以降の歌舞伎と浄瑠璃の交流の基盤となる貴重
な一作になったことを論証している。ただし、他の合作者執筆の可能性も完全には否定しえないところもある
ために、今後はさらに確実な正三執筆の裏付けとなるべき資料の踏査に努める必要があろう。 
 第二章は、歌舞伎作者並木正三の作劇法と、彼を取り巻く上方の役者達の動向を考究したものである。第一
節は、明和七年以降、没年の安永二年までを過ごした大坂中の芝居での作品に注目し、中でも明和七年十二月
初演の『桑名屋徳蔵入船物語』が、初代中村歌右衛門に実悪と立役の二役を与えて対立させたことで完成した
ことを論述し、本作が正三の「謀反人劇」の集大成として位置付られることを明らかにしたものである。第二
節は、上方歌舞伎における立役と実悪の役者達に焦点を当てて、その複雑な変遷について考証を行っている。
両極にある立役と実悪は、享保期に台頭した初代姉川新四郎などの男伊達芸を得意とする立役によって、次第
にその境界線が曖昧になっていったことを明確に跡付けた論である。なお、こうした変遷が上方特有のもので
あるのかを検するためにも、今後は江戸の役者についても追っていくことが望まれる。第三節では、中山新九
郎の芸に着目した正三が、宝暦期初めの「実悪」が持つ性質を、凌駕するような悪事を働く立役を新九郎に多
く演じさせたところを見届けて、正三が歌右衛門をはじめとする実悪役者達に与えた「徹底した謀反人」のモ
デルが、立役の初代新九郎の芸を基盤として成立したことを実証的に論述した。第二節、第三節にわたっての
考証は、立役と実悪の変遷に正三の作劇が大きく関与していた事を明らかにしたものであり、これまで言及さ
れる事の無かった注目すべき重要な論であると言える。 
 第三章は、並木宗輔の作品の趣向を並木正三の作品において具体的に摂取していた実例として「團七物」を
取り上げている。論者は「團七物」の起源を元禄期の狂言『團七』にまで遡り、宗輔の『夏祭浪花鑑』、正三の
『宿無團七時雨傘』の一連の「團七物」を初めて整理し、分析したところに価値を認めることができる。宗輔
の『夏祭浪花鑑』が元禄期の狂言『團七』からの影響を大きく受けているといったレベルに留まらず、両者が
きわめて接近したものであること、また、その内容を『夏祭浪花鑑』がほぼ丸取りしていることをも提示した。
その一方で、風俗という点においては、人形遣いの吉田文三郎の考案によってさまざまな改良が試みられた『夏
祭浪花鑑』が、歌舞伎化された『夏祭浪花鑑』に生かされ、それによって元禄期の『團七』とは少しずつその
様相を変えていったことを指摘する。また、阪口弘之氏所蔵の『宿無團七時雨傘』の絵入根本を資料とするこ
とによって、明和四年に初演された正三の『宿無團七時雨傘』の詳細な内容を明らかにすることができ、それ
に伴って『宿無團七時雨傘』と宗輔の『夏祭浪花鑑』との比較考察が行なえたことも貴重である。従来「團七
物」のひとつとして挙げられていた『宿無團七時雨傘』は、タイトルから窺い知る限りのものであり、『夏祭浪
 － 153 －
花鑑』とは、その作劇方法について全く別物であると把握されてきていたが、実際には『夏祭浪花鑑』からの
具体的な描写の移入が行われていたことを初めて本論において論者が明らかにしたことは特筆されてよい。 
 本論文には、論の構成において更なる工夫を必要とする面を残すが、近世中期の上方演劇において、浄瑠璃
と歌舞伎という二大演劇の大成に大きく貢献した宗輔と正三が、実際に師弟関係を結び同じ作品の執筆にも携
わったという事実は、着目すべき重要な事象であり、本論を通して、両者の結び付きが作品としての交流に深
く関わっていたことを明らかにし、男伊達芸を基盤とする『團七』狂言から実悪像を確立した正三へと継承さ
れた「團七物」の狭間に『夏祭浪花鑑』という宗輔の浄瑠璃が介在していたことを具体的に論じたことは、上
方における演劇交流のパターンを見出すことにも繋がる貴重な指摘である。近世中期の上方演劇の大成が、宗
輔と正三という二人の作者の相乗効果によって確立したことを立証した論であって、きわめて大きな成果をあ
げた論と言える。 
 今後は、宗輔と正三の作品をさらに読み込むと共に、他の作者の作品や能・狂言など多角的に江戸時代中期
の演劇について研究を積み重ね、上方の浄瑠璃と歌舞伎の交流の全体を見定めていくことが課題となる。本論
文は、そのための大きな布石をなすものである。 
 以上の所見により、本論は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
 
